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組 合 員 の み な さ ん 
 参議院選挙が７月１１日とも、２５日とも言われています。 
前内閣が、特に 政治と金 の問題解明をしないまま、そして 米軍
基地の沖縄県外移設、あるいは基地撤廃 の道筋すらたてられない
まま新たな体制となりました。政治と金の問題では鳩山、小沢氏に

限らず、ＪＲ連合・ＪＲ東海ユニオンも支援している三日月衆議院
議員もＪＲ西労組からの、せっかくの献金を返還したばかりです。
もう一度、クリーンな民主党をアピールしてほしいものです。 
  

マスコミの世論調査によれば、民主党への期待感が回復しつつあ 
ると報じられています。この期待感を８ヵ月前と同じにしてはいけ
ません。すなわち、絶対に期待を裏切れないということです。 

今度こそ、平和への道筋を確定するチャンスを逃すわけにはいき
ません。どう考えても、米軍が、そして米軍基地が日本を、私たち
を守っているとは思えません。特に沖縄は米軍からの危険に常にさ

らされています。自民党の戦争政策の尻ぬぐいではなく、真の平和
を確立しなければなりません。私たちは、その平和への道筋をつけ
ることが出来るかどうかの岐路にたっています。  
 そして、高速道路無料化も新たな展開を見せるかもしれません。
ＪＲ東海は、リニア中央新幹線を２０２７年に開業するとしていま
す。しかし、鉄道主体の総合交通体系を実現する場合、高速道路の

無料化とリニア新幹線建設を切り離しては考えられません。リニア
新幹線の必要性が疑問視され、ＪＲ東海の自己資金建設は、会社の
存続＝私たちと家族の生活と安心に直結します。  
目前にある、参議院選挙は平和な日本で安心
して働くための 職場づくり の試金石です 


